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岡
山
県
習
字
教
育
研
究
会 

沿
革
史 

令
和
四
年
三
月
現
在 

 
 

  

岡
山
県
習
字
教
育
研
究
会
は
、
元
岡
山
大
学
教
授 

大
館 

桂
堂
（
允
雄
）
先
生
の
御
尽
力
に
よ
り
、
現
役
の

小
中
学
校
の
先
生
に
よ
る
書
写
（
習
字
）
教
育
の
振
興
の
た
め
の
研
究
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。 

以
来
、
多
く
の
先
達
の
先
生
方
の
御
努
力
に
よ
り
着
実
に
発
展
し
、
平
成
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
は
、
県
習

教
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
同
席
上
、
第
十
二
代
石
田
和
三
会
長
の
発
議
に
よ
り
、
創
設

功
労
者 

大
館 

桂
堂
先
生
の
偉
大
な
御
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
沿
革
史
の
冒
頭
に
「
本
会
創
立
発
起
人
代
表 

大
館 

桂
堂
（
允
雄
）
先
生
」
と
記
述
す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
ま
っ
た
。 

昭
和
二
九
年 

 
 
 

 

八
月 

二
日 

 
 
 

 

 
 
 

 

八
月 

二
日 

 
 

二
九
年
一
一
月 

 

三
〇
年 

一
月 

 

三
一
年 

五
月 

一
〇
月 

一
一
月 

 
 

三
一
年
一
二
月 

 
 

三
二
年
一
一
月 

 
 

三
三
年
一
二
月 

 
 

三
四
年 

七
月 

 
 

三
四
年 

七
月 

 
 
 
 
 

一
二
月 

 
 

三
五
年
一
二
月 

 
 

三
六
年 

三
月 

 
 

三
七
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 

一
〇
月 

 
 

三
八
年 

二
月 

 
 
 

 
 

三
九
年
一
一
月 

 
 

四
〇
年 

二
月 

 
 
 

 
 

四
〇
年 

五
月 

 

本
会
創
立
発
起
人
代
表 

大
館 

桂
堂
（
允
雄
）
先
生
を
中
心
に
創
設 

 

結
成
総
会
開
催
（
於
岡
山
大
学
附
属
中
学
校
） 

 

「
岡
山
県
習
字
教
育
研
究
会
」
創
立
の
日
と
な
る
。 

 

初
代
会
長 

坂
元 

彦
太
郎
氏
（
岡
山
大
学
教
育
学
部
長
）
就
任 

 

第
一
回
県
下
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催 

 

四
千
点
余
応
募 

習
教
半
紙
を
選
定 

 

『
冬
休
み
の
友
』
に
よ
る
毛
筆
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
（
第
一
回
書
き
ぞ 

め
展
覧
会
） 

 

第
二
代
会
長 

尾
原 

滸
氏 

就
任 

 

第
一
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
を
開
催
（
於
岡
山
市
石
井
小
） 

 

県
下
の
書
写
状
況
実
態
調
査
を
実
施 

 

書
き
ぞ
め
展
用
長
半
紙
を
選
定
（
デ
ザ
イ
ン
、
深
柢
小
児
子
美
義
氏
） 

 

第
二
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
開
催
（
浅
口
郡
金
光
小
） 

 

第
三
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
開
催
（
岡
山
市
内
山
下
小
・
丸
之
内
中
） 

 

全
書
研
に
加
入 

 

『
ペ
ン
習
字
』『
月
・
雪
・
花
』
発
刊
（
土
田
・
大
館
氏
） 

 

第
四
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
開
催
（
高
梁
市
高
梁
小
） 

 

第
五
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
開
催
（
岡
山
市
弘
西
小
・
旭
中
） 

 

第
六
回
県
下
習
字
教
育
研
究
大
会
開
催
（
岡
山
市
三
門
小
） 

 

『
書
写
の
手
引
き
』
中
学
校
用
を
発
刊 

 

第
三
代
会
長 

西
崎 

隆
之
助
氏 

就
任 

 

秋
季
展
を
産
業
会
館
に
て
開
催
（
秋
季
展
第
一
回
と
な
る
） 

 

書
き
ぞ
め
展
を
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
（
こ
れ
ま
で
美
術
ク
ラ
ブ 

・
産
業
会
館
・
天
満
屋
階
段
等
を
利
用
） 

 

特
別
用
紙
に
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
展
開
催
（
出
品
数
四
万
五
千
点
） 

 

県
下
研
究
団
体
の
統
合
に
よ
り
「
岡
山
県
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会 

国
語
部
会
書
写
分
科
会
」
と
名
称
に
入
れ
る
。 

 

第
四
代
会
長 

三
島 

一
夫
氏 

就
任 
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四
一
年 

二
月 

 
 

四
三
年 

七
月 

 
 
 
 
 

一
二
月 

  
 

四
四
年 
一
月 

 
 

四
四
年 
五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 

四
五
年 

八
月 

 
 

四
六
年 

七
月 

 
 
 
 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 

四
七
年 

七
月 

 
 

四
九
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

  
 
 
 
 

一
〇
月 

 
 

五
〇
年 

二
月 

    
 
 
 
 

一
一
月 

 
 
 
 
 

一
一
月 

 
 

五
一
年 

五
月 

  
 

五
二
年 

二
月 

  
 
 
 
 
 

五
月 

  
 

五
二
年
一
一
月 

 
 

五
三
年
一
一
月 

 
 

五
四
年 

五
月 

  

五
四
年
一
一
月 

五
五
年 

二
月 

 

書
き
ぞ
め
展 

出
品
点
数
五
万
点
を
突
破
す
る
。 

 

明
治
百
年
記
念
展
を
開
催
（
出
品
点
数
五
万
六
千
点
） 

 

『
書
写
の
手
引
き
』
の
改
訂
に
か
か
る
。（
大
館
・
神
崎
・
秋
山
・
久
世 

の
各
氏
） 

 

創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
功
労
表
彰
者 

大
館 

允
雄
氏
） 

 

第
五
代
会
長 

神
崎 

良
則
氏 

就
任 

 

教
師
対
象
第
一
回
書
写
講
習
会
を
開
催
（
岡
山
・
高
梁
） 

 

教
師
対
象
第
二
回
書
写
講
習
会
を
開
催
（
津
山
） 

 
支
部
単
位
書
写
講
習
会
（
五
会
場
）
開
催 

 

中
学
校
書
写
教
育
実
態
調
査
を
実
施 

 

「
書
き
方
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
」
推
薦 

 

文
部
省
主
催
第
一
回
毛
筆
実
技
講
習
会
へ
協
力 

 

小
学
校
書
写
教
育
実
態
調
査
を
実
施 

 

書
き
ぞ
め
展
出
品
数
十
一
万
六
千
点 

 

研
究
組
織
の
確
立
と
推
進 
本
年
度
研
究
テ
ー
マ
「
効
果
的
指
導
過
程 

の
展
開
を
目
指
し
て
」 

書
写
講
習
会
に
替
わ
り
、
書
写
教
育
研
究
大
会
を
再
開
（
倉
敷
市
西
小
） 

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行 

（
功
労
表
彰
者 

加
藤
喜
大
、
亀
井
真
佐
子
、
久
世 

隆
、
沼
本
鉄
太
郎
、 

 
 
 
 
 
 
 

石
田
和
三
の
各
氏
） 

『
集
芳
』
二
十
周
年
記
念
号
発
行
（
三
十
ペ
ー
ジ
） 

県
書
研
大
会
（
岡
山
市
可
知
小
） 

神
崎
良
則
会
長 

文
部
大
臣
表
彰 

第
六
代
会
長 

小
橋
静
男
氏 

就
任 

『
書
き
方
ノ
ー
ト
』
県
習
教
版
作
成 

第
七
十
三
回
書
き
ぞ
め
展
出
品
数
十
二
万
六
千
点
を
越
す
時
、 

 

特
別
賞
（
研
究
会
賞
）
を
九
点
増
加
、
四
事
務
所
を
考
慮 

『
書
き
方
ノ
ー
ト
』
改
訂
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
・
検
討
会 

を
持
つ
。（
十
五
万
部
発
行
） 

 

県
書
研
大
会
（
津
山
市
北
小
） 

 

県
書
研
大
会
（
新
見
市
思
誠
小
） 

 

第
七
代
会
長 

曽
我 

靖
氏 

就
任 

 

国
際
児
童
年
に
あ
た
り
、
ユ
ニ
セ
フ
、
岡
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
賞
を
設
け
る
。 

 

（
書
き
ぞ
め
展
） 

 

県
書
研
大
会
（
岡
山
市
深
柢
小
） 

 

『
集
芳
』
創
立
二
十
五
周
年
記
念
号
発
行
（
十
四
ペ
ー
ジ
） 

 

創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行 

（
功
労
表
彰
者 

宮
本
一
雄
、
井
上
寿
栄
子
、
小
林
猪
佐
雄
、
疋
田
幸
子
、 

 
 
 
 

今
井
金
子
、
石
賀
弘
美
、
林
幸
子
、
皿
井
真
郷
、
福
田
イ
ク
ノ
、 

 
 
 
 

光
旗
良
隆
、
中
山
禎
子
、
浅
田
京
子
、
丸
橋
正
恵
、
佐
藤
二
郎
、 



- 3 - 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

五
五
年
一
一
月 

五
六
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 

五
六
年 

八
月 

五
七
年 

八
月 

 
 
 

一
一
月 

 
 
 

一
二
月 

 

五
八
年 

五
月 

 
 
 
 

七
月 

   
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

九
月 

 
 
 

一
一
月 

五
九
年 

八
月 

 
 
 

一
一
月 

 
 
 

一
二
月 

六
〇
年 

五
月 

  
 
 
 

六
月 

 
 
 
 

八
月 

   
 
 
 

八
月 

六
一
年 

五
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

九
月 

 
 
 

一
〇
月 

 
 
 

一
一
月 

   

六
二
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

六
三
年 

二
月 

 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 

中
田
和
夫
、
伊
賀
道
恵
、
大
澤
達
海
、
中
野
桂
子
、
森
谷
浩
平 

 
 
 
 

の
各
氏
） 

 

県
書
研
大
会
（
倉
敷
市
中
庄
小
） 

 

第
八
十
五
回
書
き
ぞ
め
展
出
品
数
十
七
万
一
千
点 

 

小
・
中
学
校
書
写
教
育
及
び
書
写
ノ
ー
ト
に
関
す
る
県
下
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

調
査
集
計
発
表 

 

毛
筆
実
技
講
習
会
（
津
山
・
倉
敷
教
育
事
務
所
管
内
） 

 

毛
筆
実
技
講
習
会
（
高
梁
・
岡
山
教
育
事
務
所
管
内
） 

 
県
書
研
大
会
（
高
梁
市
中
井
小
） 

 

『
ひ
ら
が
な
お
け
い
こ
ち
ょ
う
』
に
関
す
る
県
下
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

 
 

実
施 

 

第
八
代
会
長 
宮
木 

一
雄
氏 

就
任 

 

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
挙
行 

 

（
功
労
表
彰
者 

岩
崎
俶
堂
、
吉
岡 

昇
、
山
田
義
隆
、
角 

洋
亮
、 

 
 
 
 

吉
田
慧
恵
、
瀬
戸
川
照
恵
、
歳
森
公
子
、
大
塚
光
子
の
各
氏
） 

 

毛
筆
実
技
講
習
会
（
津
山
・
倉
敷
事
務
所
管
内
） 

 

『
ひ
ら
が
な
お
け
い
こ
ち
ょ
う
』
県
習
教
版
発
行 

 

県
書
研
大
会
（
真
庭
郡
落
合
小
） 

 

創
立
三
十
周
年
記
念
特
別
用
紙
に
よ
る
夏
季
展
（
出
品
数
四
万
七
千
点
） 

 

県
書
研
大
会
（
岡
山
市
古
都
小
） 

 

『
集
芳
』
三
十
周
年
記
念
号
を
発
行
（
二
十
八
ペ
ー
ジ
） 

 

第
九
代
会
長 

久
世 

隆
氏 

就
任 

 

県
書
研
大
会
が
二
年
継
続
に
な
る
こ
と
に
決
定 

 

『
教
育
漢
字
仕
上
げ
帳
』
作
成
委
員
会
発
足 

 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
一
年
次 

講
演
会
開
催
（
倉
敷
市
中
島
小
） 

 
 

・
講
演 

「
ひ
ら
が
な
の
字
形
指
導
」 

 
 
 

講
師 

関
岡 

松
籟
先
生
（
青
山
女
子
短
期
大
学
） 

 

第
九
十
八
回
夏
季
展
（
四
万
三
千
点
） 

 

第
十
代
会
長 

堀 

保
則
氏 

就
任 

 

第
百
一
回
夏
季
展
（
三
万
九
千
点
） 

 

『
書
写
ノ
ー
ト
』
部
分
改
訂
あ
わ
せ
て
『
教
師
用
手
引
』
の
改
訂 

 

『
教
育
漢
字
仕
上
げ
帳
』
刊
行 

 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
倉
敷
中
島
小
） 

 
 

・
各
学
年
授
業
公
開 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
私
の
書
写
書
道
教
育
に
求
め
る
も
の
」 

 
 
 

講
師 

野
津 

蒼
雲
先
生
（
島
根
大
学
教
授
） 

 

第
百
三
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
七
万
二
千
点
） 

 

第
百
四
回
夏
季
展
（
三
万
五
千
点
） 

 

第
百
六
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
六
万
七
千
点
） 

 

第
十
一
代
会
長 

山
田 

彰
一
氏 

就
任 
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六
三
年 

八
月 

 
 
 
 
 

一
二
月 

     

平
成
元
年 

二
月 

 
 
 
 
 

四
月 

  
 
 
 
 

七
月 

  
 

二
年 

一
月 

   
 
 
 
 

二
月 

   
 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

一
一
月 

 
 

三
年 

二
月 

 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 

八
月 

 
 

三
年
一
〇
月 

 
 

四
年 

二
月 

 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

一
一
月 

    
 

五
年 

二
月 

 
 
 
 
 

八
月 

 
 

六
年 

二
月 

 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

一
一
月 

 

第
百
七
回
夏
季
展
（
三
万
四
千
点
） 

 

県
書
研
大
会
津
山
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
湯
郷
文
化 

 
 

セ
ン
タ
ー
） 

 
 

・
研
究
発
表 

 
 
 

・
全
体
会 

 
 

・
指
導
助
言
者 

富
田 

冨
貴
雄
先
生
（
岡
山
大
学
教
授
） 

 
 

・
講
演 

「
書
写
教
育
の
本
道
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」 

 
 
 

講
師 

中
島 

皓
象
先
生
（
花
園
大
学
教
授
） 

 

第
百
九
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
五
万
七
千
点
） 

 
年
三
回
実
施
し
て
い
た
展
覧
会
を
二
回
に
精
選
。
硬
筆
展
と
書
き
ぞ
め
展 

 

の
二
本
立
て
に
す
る
。 

 

第
百
十
回
硬
筆
展
審
査
会
を
夏
季
休
業
中
の
平
日
に
実
施
。 

 

（
五
万
一
千
点
） 

 

県
書
研
大
会
高
梁
管
内
一
年
次 

講
演
会
開
催 

 
 

・
講
演 

「
書
写
教
育
の
諸
問
題
」 

 
 
 

講
師 

富
田 

冨
貴
雄
先
生
（
岡
山
大
学
教
授
） 

 

創
立
三
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
桃
花
苑
） 

 
 

（
功
労
表
彰
者 

井
原 

守
、
三
宅
逸
雄
、
文
谷
民
江
、
清
水
伸
枝
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
三
穂
の
各
氏
） 

 

第
百
十
一
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
六
万
二
千
三
百
点
） 

 

第
十
二
代
会
長 

石
田 

和
三
氏 

就
任 

 

第
百
十
二
回
硬
筆
展
（
六
万
一
千
点
） 

 

県
書
研
大
会
高
梁
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
新
見
市
明
新
小
） 

 

第
百
十
三
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
五
万
三
千
五
百
点
） 

 

第
十
三
代
会
長 

有
友 

義
人
氏 

就
任 

 

第
百
十
四
回
硬
筆
展
（
五
万
三
千
点
） 

 

全
中
国
語
研
岡
山
大
会
開
催 

 

第
百
十
五
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
五
万
三
千
七
百
点
） 

 

第
百
十
六
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
点
） 

 

県
書
研
大
会
岡
山
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
岡
山
市
野
谷
小
） 

 
 

・
授
業
公
開 
 
 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
硬
・
毛
筆
の
関
連
を
図
っ
た
学
習
指
導
法
」 

 
 
 

講
師 

町
川 

治
先
生
（
香
川
県
書
写
部
会
長
） 

 

第
百
十
七
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
四
万
八
千
七
百
点
） 

 

第
百
十
八
回
硬
筆
展
（
五
万
三
千
点
） 

 

第
百
十
九
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
四
万
八
千
点
） 

 

第
百
二
十
回
硬
筆
展
（
六
万
点
） 

 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
倉
敷
市
緑
丘
小
） 

 
 

・
授
業
公
開 

 
 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
錬
筆
と
錬
心
」 

 
 
 

講
師 

野
津 

蒼
雲
先
生
（
前
島
根
大
学
教
授
） 
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七
年 

一
月 

 
 
 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 
 
 

二
月 

   
 
 

七
年 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 

一
一
月 

 
 
 

八
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 

一
一
月 

     
 
 

九
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

  
 
 
 
 
 

八
月 

 
 

一
〇
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 

一
〇
月 

      
 

一
一
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 

一
二
年 

一
月 

    
 
 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 

三
月 

 

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
『
集
芳
』
復
刻
版
刊
行 

 

『
集
芳
』
創
立
四
十
周
年
記
念
号
発
刊 

 

第
百
二
十
一
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
四
万
三
千
三
百
点
） 

 

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
桃
花
苑
） 

 
 

（
功
労
者
表
彰 

岡
村
三
平
、
國
西
博
美
、
山
田 

清
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
延
文
夫
、
岸
本
高
樹
の
各
氏
） 

 

第
十
四
代
会
長 

森
谷 

浩
平
氏 

就
任 

 

第
百
二
十
二
回
硬
筆
展
（
五
万
四
千
六
百
点
） 

 
第
二
十
六
回
博
報
賞
受
賞 

 

第
百
二
十
三
回
書
き
ぞ
め
展
（
十
四
万
五
千
百
点
） 

 

第
十
五
代
会
長 

井
原 

守
氏 

就
任 

 

第
百
二
十
四
回
硬
筆
展
（
六
万
七
百
点
） 

 

県
書
研
大
会
津
山
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

・
研
究
発
表 

 

・
全
体
会 

 
 

・
講
演 

「
わ
た
し
の
歩
ん
で
き
た
道
」 

 
 
 

講
師 

甲
本 

弘
道
先
生
（
県
立
至
道
高
校
講
師
） 

 

第
百
二
十
五
回
書
き
初
め
展
（
十
三
万
五
千
六
百
点
） 

 

第
十
六
代
会
長 

大
澤 

達
海
氏 

就
任 

 

『
書
写
指
導
資
料
―
こ
れ
か
ら
の
書
写
指
導
の
あ
り
方
―
』
を 

 
 
 

県
下
各
小
中
学
校
へ
各
一
冊
配
布 

 

第
百
二
十
六
回
硬
筆
展
（
五
万
五
千
九
百
点
） 

 

第
百
二
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
三
万
四
千
点
） 

 

第
十
七
代
会
長 

成
石 

壽
之
氏 

就
任 

 

第
百
二
十
八
回
硬
筆
展
（
六
万
七
千
四
百
点
） 

 

県
書
研
大
会
高
梁
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
高
梁
市
宇
治
小
） 

 
 

・
全
学
年
公
開
授
業 

 

・
全
体
会 

 
 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
書
写
教
材
の
基
礎
・
基
本
の
と
ら
え
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
学
校
教
材
の
系
統
性
）」 

 
 
 

講
師 

富
田 

冨
貴
雄
先
生
（
岡
山
大
学
教
授
） 

 

第
百
二
十
九
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
五
千
九
百
点
） 

 

第
十
八
代
会
長 

國
西 

博
美
氏 

就
任 

 

第
百
三
十
回
硬
筆
展
（
六
万
二
千
三
百
点
） 

 

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
桃
花
苑
） 

 
 

（
功
労
者
表
彰 

柴
原
靖
彦
、
室
山
信
子
、
新
庄
節
子
、
宮
本
毛
登
明
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

落
合
和
美
、
岡
本
宏
子
、
小
笠
原
三
千
子
、
戸
田
廣
子
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

桐
戸
雅
子
、
吉
田
真
弓
の
各
氏
） 

 

第
百
三
十
一
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
五
千
五
百
点
） 

 

『
集
芳
』
四
十
五
周
年
記
念
号
発
行 
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一
二
年 

五
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 

一
〇
月 

   

一
三
年 

二
月 

 
 
 
 

五
月 

一
三
年 

八
月 

一
四
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 

一
〇
月 

 
 
 

一
一
月 

   

一
五
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

八
月 

一
六
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 

一
一
月 

   

一
七
年 

二
月 

 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 

二
月 

 
 
 
 

二
月 

    
 
 
 

七
月 

 
 
 
 

七
月 

 
 
 
 

八
月 

一
八
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

八
月 

  

 

第
十
九
代
会
長 

角 

洋
亮
氏 

就
任 

 

第
百
三
十
二
回
硬
筆
展
（
六
万
四
千
二
百
五
十
四
点
） 

 

県
書
研
大
会
岡
山
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
和
気
郡
本
庄
小
） 

 
 

・
公
開
授
業 

 

・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
国
際
化
時
代
の
国
語
教
育
談
義
」 

 
 
 

講
師 

成
石 

壽
之
先
生
（
岡
山
市
教
育
委
員
会
） 

 

第
百
三
十
三
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
八
千
二
百
九
十
一
点
） 

 

第
二
十
代
会
長 

山
田 

清
氏 

就
任 

 
第
百
三
十
四
回
硬
筆
展
（
五
万
六
千
六
十
九
点
） 

 

第
百
三
十
五
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
九
千
五
十
二
点
） 

 

第
百
三
十
六
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
百
九
十
一
点
） 

 

県
習
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
倉
敷
市
玉
島
小
） 

 
 

・
公
開
授
業 

 
・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
人
間
良
寛
と
愛
護
」 

 
 
 

講
師 

満
谷 

士
郎
先
生
（
医
学
博
士
・
良
寛
研
究
家
） 

 

第
百
三
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
四
千
十
四
点
） 

 

第
百
三
十
八
回
硬
筆
展
（
五
万
八
千
八
百
七
十
九
点
） 

 

『
集
芳
』
百
号
記
念
号
発
行 

 

第
百
三
十
九
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
七
千
二
百
十
点
） 

 

第
百
四
十
回
硬
筆
展
（
六
万
三
千
五
百
五
十
二
点
） 

 

県
書
研
大
会
津
山
管
内
二
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
久
米
郡
喬
橋
小
） 

 
 

・
授
業
公
開 

 

・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
新
し
い
書
写
の
現
状
と
課
題
」 

 
 
 

講
師 

井
原 

守
先
生
（
朝
日
塾
小
学
校
長
） 

 

第
百
四
十
一
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
四
千
四
十
三
点
） 

 

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
） 

 

『
集
芳
』
五
十
周
年
記
念
号
発
行 

 
 

（
功
労
者
表
彰 

横
溝
泰
子
、
港
高
明
、
寺
坂
昌
三
、
河
本
昭
子
、 

 
 
 

黒
澤
直
子
、
岡
本
純
子
、
吉
田
健
、
片
山
敬
子
、
吉
田
美
和
子
、 

 
 
 

平
木
雅
人
、
永
瀬
通
子
、
岡
律
子
、
井
原
和
伸
、
井
上
美
貴
枝
、 

 
 
 

房
延
悦
子
、
田
尾
和
彦
、
大
野
晶
子
、
藤
井
紀
美
江
の
各
氏
） 

 

山
田 

清
会
長
ご
逝
去
（
県
習
教
・
山
田
家
合
同
葬
を
行
う
） 

第
二
十
一
代
会
長 

高
橋 

三
穂
氏 

就
任 

 

第
百
四
十
二
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
七
百
九
点
） 

 

第
百
四
十
三
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
八
千
三
百
十
一
点
） 

 

第
百
四
十
四
回
硬
筆
展
（
六
万
六
千
七
百
五
十
三
点
）
灘
崎
町
町
民
会
館 

 

第
一
回
書
写
講
演
会 

 
 

演
題 

「
書
写
の
文
化
史
―
書
写
教
育
の
基
盤
と
し
て
―
」 

 
 

講
師 

文
学
博
士 

福
田 

哲
之
教
授
（
島
根
大
学
） 
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一
九
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

   
 

二
〇
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

四
月 

    
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

    
 
 
 
 

一
一
月 

    
 

二
一
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 

七
月 

   
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

     
 

二
二
年 

二
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 
 

一
〇
月 

     

 

第
百
四
十
五
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
九
千
九
百
八
点
） 

 

第
百
四
十
六
回
硬
筆
展
（
六
万
七
千
八
百
四
十
三
点
） 

 

第
二
回
書
写
講
演
会 

 
 

演
題 

「
楽
し
い
書
写
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
」 

 
 

講
師 

富
田 

冨
貴
雄
先
生
（
岡
山
大
学
名
誉
教
授
） 

 

第
百
四
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
六
百
五
十
八
点
） 

 

創
設
の
恩
人
、
大
館
桂
堂
先
生
四
月
二
十
九
日
、
数
え
九
十
八
歳
に
て
ご 

逝
去
。
先
生
は
明
治
四
十
四
年
亥
の
年
生
ま
れ
、
本
会
の
設
立
発
展
に
大 

き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
書
写
書
道
教
育
に
文
字
通
り
猪
突
猛
進
さ
れ
た 

一
生
だ
っ
た
。 

第
百
四
十
八
回
硬
筆
展
（
六
万
九
千
八
百
九
十
一
点
） 

第
三
回
書
写
講
演
会 

 

演
題 

「
書
写
書
道
教
育
に
邁
進
し
た
生
涯(

大
館
桂
堂
先
生
を
語
る)

」 

 

講
師 

富
田 

冨
貴
雄
先
生
（
岡
山
大
学
名
誉
教
授
） 

 
 
 
 

大
館 

貞
宏
先
生
（
桂
堂
先
生
御
令
息
・
墨
潮
会
副
会
長
） 

県
書
研
大
会
岡
山
管
内
三
年
次 
研
究
発
表
会
開
催
（
岡
山
市
箕
島
小
） 

 

・
授
業
公
開 

 

・
全
体
会 

 
・
研
究
発
表 

 

・
講
演 

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
書
写
教
育
」 

 
 

講
師 

文
学
博
士 

福
田 

哲
之
教
授
（
島
根
大
学
） 

第
百
四
十
九
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
二
千
九
百
八
点
） 

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
） 

『
集
芳
』
五
十
五
周
年
記
念
号
発
行 

 

（
功
労
者
表
彰 

宮
本
由
美
子
、
河
合
久
子
、
萱
信
子
、
小
原
和
久
、 

 
 
 

小
林
浩
昭
、
桑
田
里
香
、
小
野
佳
美
、
近
藤
昌
子
、
川
崎
雅
浩 

 
 
 

の
各
氏
） 

第
百
五
十
回
記
念
硬
筆
展
（
六
万
七
千
二
百
四
十
点
） 

第
四
回
書
写
力
ア
ッ
プ
講
演
会
（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
） 

 

演
題 

「
国
語
、
書
写
教
育
の
望
ま
し
い
姿
と
山
田
方
谷
の
世
界
」 

 

講
師 

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校
入
試
広
報
部
長 

 
 
 
 
 

全
国
漢
文
教
育
学
会
評
議
員
・
岡
山
県
漢
詩
連
盟
理
事 

 
 
 
 
 

山
田 

敦
先
生
（
方
谷
先
生
御
子
孫
） 

第
百
五
十
一
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
四
千
六
百
一
点
） 

第
百
五
十
二
回
硬
筆
展
（
六
万
七
千
五
百
五
十
三
点
） 

第
四
回
書
写
力
ア
ッ
プ
講
演
会
（
国
民
文
化
祭
協
賛
事
業
・
岡
山
県
郷
土 

文
化
財
団
・
木
堂
記
念
館
主
催
・
県
習
教
・
岡
山
県
高
等
学
校
教
育
研
究 

会
書
道
部
会
後
援 

於
木
堂
塾
） 

 

演
題 

「
犬
養
木
堂
と
内
藤
湖
南
・
長
尾
雨
月
・
羅
雪
堂
と
の
墨
縁
」 

 

講
師 

杉
村 

邦
彦
先
生
（
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
・ 

書
論
研
究
会
会
長
） 
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二
三
年 

二
月 

 
 

三
月
末
～
四
月
初 

 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 

一
一
月 

    

二
四
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

二
五
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

二
六
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 
 

八
月 

   

 
 
 
 
 
 
 

 

一
一
月 

     

二
七
年 

二
月 

 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 

八
月 

二
八
年 

二
月 

 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 

八
月 

二
九
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

三
○
年 

二
月 

 
 
 
 

八
月 

 
 
 

一
一
月 

 
 
 

 

第
百
五
十
三
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
八
百
九
十
六
点
） 

 

大
館
桂
堂
先
生
遺
墨
展
開
催 

於
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ 

墨
潮
会
他
主
催 

 

第
二
十
二
代
会
長 

柴
原 

靖
彦
氏 

就
任 

 

第
百
五
十
四
回
硬
筆
展
（
六
万
一
千
八
百
二
十
点
） 

 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
三
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
井
原
市
立
高
屋
小
） 

 
 

・
授
業
公
開 

 

・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
国
語
科
書
写
の
こ
れ
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

―
静
か
ら
動
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
―
」 

 
 
 

講
師 

宮
澤 

正
明
先
生
（
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
） 

 

第
百
五
十
五
回
書
き
初
め
展
（
十
二
万
八
百
九
十
六
点
） 

 

第
百
五
十
六
回
硬
筆
展
（
六
万
一
千
七
百
九
十
二
点
） 

 

第
百
五
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
七
千
三
百
二
点
） 

 

第
百
五
十
八
回
硬
筆
展
（
五
万
八
千
八
百
六
十
一
点
） 

 

第
百
五
十
九
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
八
千
九
百
九
十
九
点
） 

 

第
百
六
十
回
記
念
硬
筆
展
（
六
万
一
千
七
百
六
十
二
点
） 

 

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
） 

（
功
労
者
表
彰 

木
村
肇
、
久
保
勝
彦
、
吉
田
敦
子
、
井
上
武
士
、
森
和
雄
、 

 
 
 

平
口
寿
美
、
石
本
康
一
郎
、
桐
野
起
代
美
、
嶋
田
晃
、
植
田
由
実
子
、 

渡
辺
智
子
、
小
林
安
子
、
恒
次
宏
晃
、
中
山
富
美
子
、
池
田
真
理
子 

の
各
氏
） 

 

県
書
研
大
会
津
山
管
内
三
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
真
庭
市
立
米
来
小
） 

 
 

・
授
業
公
開 

 

・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 
 

・
講
演 

「
基
礎
・
基
本
を
ふ
ま
え
て
、 

生
き
生
き
と
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
」 

 
 
 
 
 
 
 

―
自
己
の
伸
び
を
実
感
で
き
、
生
活
に
生
か
す
書
写
教
育
― 

 
 
 

講
師 

宮
澤 

正
明
先
生
（
山
梨
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
教
授
） 

 
 
 
 
 

 

第
百
六
十
一
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
五
千
百
十
五
点
） 

 

第
二
十
三
代
会
長 

宮
本 

由
美
子
氏 

就
任 

第
百
六
十
二
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
三
百
九
十
九
点
） 

第
百
六
十
三
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
六
千
六
百
八
十
三
点
） 

 

第
二
十
四
代
会
長 

久
保 

勝
彦
氏 

就
任 

第
百
六
十
四
回
硬
筆
展
（
六
万
六
百
八
十
八
点
） 

第
百
六
十
五
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
三
千
九
百
八
十
一
点
） 

第
百
六
十
六
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
三
百
四
点
） 

第
百
六
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
五
千
三
百
九
十
五
点
） 

第
百
六
十
八
回
硬
筆
展
（
五
万
九
千
三
百
四
点
） 

県
書
研
大
会
岡
山
管
内
三
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
赤
磐
市
立
山
陽
東
小
） 

 

・
授
業
公
開 

 

・
全
体
会 

 

・
研
究
発
表 

 

・
講
演 

「
書
写
教
育
で
学
力
向
上 

～
教
育
活
動
の
基
盤
と
な
る
書
写
～
」 

 
 

講
師 

寺
坂 

昌
三
先
生
（
元
県
習
教
常
任
理
事
、
元
小
学
校
長
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
展
会
友
、
県
書
道
連
盟
副
会
長
） 
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三
一
年 

二
月 

令
和
元
年 

五
月 

八
月 

 
 
 
 

 
 

八
月 

 

   

二
年 

二
月 

   
 
 
 
 

 

八
月 

   
 
 

三
年 

二
月 

   
 
 
 
 
 

八
月 

 
 
 

四
年 

二
月 

    
 
 
 
 
 

二
月 

 

 

六
月 

七
月 

 
 
 
 
 
 

八
月 

 

      

五
年 

二
月 

 

第
百
六
十
九
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
八
千
九
百
九
十
九
点
） 

第
二
十
五
代
会
長 

小
林 

浩
昭
氏 

就
任 

第
百
七
十
回
硬
筆
展
（
五
万
六
千
九
百
五
十
四
点
） 

創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行 

（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
） 

『
集
芳
』
六
十
五
周
年
記
念
号
発
行 

（
功
労
者
表
彰 

谷
本
剛
、
羽
原
陽
子
、
小
野
祐
三
子
、
中
谷
小
也
香
、 

永
守
志
帆
、
西
尾
武
範
、
中
川
弥
子
、
河
津
裕
子
、 

中
島
恵
実
の
各
氏
） 

第
百
七
十
一
回
書
き
初
め
展
（
十
一
万
二
千
六
百
八
点
） 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
表
彰
式
は
中

止
。 

第
百
七
十
二
回
硬
筆
展
（
四
万
四
千
九
百
二
十
六
点
） 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
部
審
査

会
、
展
覧
会
、
表
彰
式
は
中
止
。 

第
百
七
十
三
回
書
き
初
め
展(

十
万
九
千
八
十
五
点
） 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
展
覧
会
、
表

彰
式
は
中
止
。 

第
百
七
十
四
回
硬
筆
展
（
五
万
七
千
百
五
十
点
） 

県
書
研
大
会
倉
敷
管
内
三
年
次 

研
究
発
表
会
開
催
（
倉
敷
市
立
連
島
神
亀
小

） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
誌
上
発
表
に 

開
催
方
法
を
変
更
。 

 

第
百
七
十
五
回
書
き
初
め
展(

十
万
九
千
八
十
五
点
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
部
審
査

会
、
展
覧
会
、
表
彰
式
は
中
止
。 

第
二
十
六
代
会
長 

恒
次 

宏
晃
氏 

就
任 

第
百
七
十
六
回
硬
筆
展
（
五
万
三
千
二
百
七
点
） 

第
五
回
書
写
力
ア
ッ
プ
講
演
会
（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
） 

 

研
究
発
表 

 
 

・
倉
敷
管
内 

倉
敷
市
立
連
島
神
亀
小
学
校 

仁
紫 

太
喜 

先
生 

 

実
践
発
表 

 
 

・
津
山
管
内 

美
作
市
立
東
粟
倉
小
学
校 

 

池
渕 

育
子 

先
生 

 
 

・
岡
山
管
内 

岡
山
市
立
福
南
中
学
校 

 
 

平
田 

浩
基 

先
生 

 

席
上
揮
毫
・
危
難
対
談 

 
 

講
師 

書
家 

中
塚 

翠
涛 

先
生
（
対
談
者
、
顧
問 

永
瀬
通
子
） 

第
百
七
十
七
回
書
き
初
め
展
（
十
万
七
千
七
百
九
十
三
点
） 

 
 
 



- 10 - 
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